

















































































実は私もご多分に漏れず胃がんを患いまして、2004 年 12 月に手術を受けたわけですが、私の
場合は医学の進歩が画期的でありまして、無事に手術をしていただいて、もう５年近く生きて
いるわけです。ごく最近も人間の平均寿命のデータが公表されていましたが、日本人の男性の






































































1930 年８月５日の生まれで、今週の水曜日で 79 歳になりますが、大阪の生まれです。生まれ






へ行っていました。62 年に講師、64 年に助教授になって、69 年１月が例の安田講堂で、その




































































 似たようなことは生態学者のロートカ、これは Lotka－Volterra のロートカですけれども、
バイオマスという点で見れば、間違いなく増加の傾向にあると言いました。それから単純なも




























































































































 最後の氷河期が終わって、農業革命が起こるわけですが、この１万 3000 年における人間の
進歩で、なぜ現在、地球上の諸民族の間でこんなに格差があるかということを、歴史地理学的、
人類学的、社会学的にあらわした本です。 
















と昔に遡ると 10 万人くらいの大きさになります。 
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 ただし最近、こういうデータがあります。ヨーロッパでいろいろな国から、例えば 100 人く
らいずつサンプルをとってくるわけです。フランス、ドイツ、イタリア、スペインから採って












［速 水］ どうもありがとうございます。 





［高 畑］ いまはちょっと忘れました。 
［渡 邊］ もう一つは、そういう言語と関わり合いがあるという根拠と言いますか。 






［渡 邊］ ありがとうございました。 






























ら 20 万年とか、それ以前の 100 万年単位の歴史があります。ただ遺伝的な多様性の中にはそ
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のタイムスケールに合ったものがあります。例えば先ほど速水先生がおっしゃったミトコンド
リアというのは、実は多様性は 20 万年にしか相当しない。それよりも前はもうわからない。 

























 そういうものと FOXP2 が関係しているかというのは、わかりません。現在、私が知る限り
では、そういう研究はまだ出ていません。 














































































































































































































































































































































































［田 村］ あとで……。 
















































［高 畑］ 起源ではなくて近縁です。 
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［高 畑］ どうもありがとうございます。 
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［渡 邊］ ありがとうございます。 
［竹 沢］ すみません．一つ、よろしいですか。 

























［竹 沢」 そういう発想はあまりないのですか。 






























































































































［長 野］ 日本語で言うと、改新という。 
［竹 沢］ 教えてください。一つひとつの言語がシステムということですか。 
［長 野］ いいえ、言語そのもの。 
［竹 沢］ 言語そのもの。 
［長 野］ はい。 








































［菊 澤］ ありがとうございました。 
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（休憩） 















































































ういうわけで、1918 年に始まり 1920 年に終ったのが日本のスペイン・インフルエンザなので
す。 




































 当時の世界人口は約 20 億人です。このスペイン・インフルエンザによる死亡者は研究が進
むにつれて増えてくるのです。最初の研究では 2500 万人未満とされていたものが、3500 万、
4000 万、ごく最近の研究では 4500 万とされています。何しろ当時のインドは現在のパキスタ
ン、バングラディシュ、ミャンマーまで含みますが、要するにインド亜大陸ですが、ここだけ
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 ２％というと、たいしたことはないように言われるかもしれませんが、普段のこの時期の世













最近、従来の 14 万人という説が訂正されまして、10 万人に減っているのです。14 万人は重複
がありまして、それを外していくと 10 万人という数字になる。インフルエンザによる死亡は
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ったからです。これで初めてわかった。新書の１チャプターですから大したことは書いていま






 そして計算した結果ですが、従来、日本のスペイン・インフルエンザの死亡者は 38 万 8000











ルエンザ死亡率を１桁間違えている。6.1 と書いてある。しかしどう計算しても 6.1 にならな
い、60.5 なのです。ですから、既存の統計というものはそのまま使えないと思いました。 








 一挙に現在にきますと、20 世紀末から 21 世紀に移るころから、人類の工業文明の進歩が、














 最初のほうをＨ、２番目をＮと呼びます。Ｈに 16 種類、Ｎに９種類の組み合わせです。で
すから理論的には 144 種類のインフルエンザ・ウイルスがあることになります。スペイン・イ
ンフルエンザは H1N1 というタイプです。恐れられている死亡率の非常に高い、東南アジアで
はやっているインフルエンザ・ウイルスは H5N1 というタイプです。これが強毒性です。 


















































フルエンザ・ウイルスというのは遺伝子が DNA ではない、先ほど話が出ましたが、RNA とい
う非常に壊れやすい、変わりやすいものです。交雑といいまして、例えば一つの細胞の中に違
った種類のインフルエンザ・ウイルスが潜り込む、例えば H1N1 という比較的軽いもの、それ
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もいるというか、人間を痛めつけているわけではないと思います。 
［出 口］ よろしいですか。どうぞ。 
［佐々木］ 最後の表２でインドは 185 万となっていますが、こちらのほうが間違いなのです
か。 
［速 水］ すみません、もう一つ０が足りなかったです。 






［出 口］ どうぞ。 
［橋 本］ いま流行っている新型インフルエンザですが、いまのメキシコの統計はお持ちで
しょうか。 




［出 口］ インターネットでいま調べます。 






精査する機会がないのですね。1000 万人とか 2000 万人とか、もっと出ていると言っていて、
死亡率がよくわからないのです。 
［速 水］ 例えば H5N1 のようなものは強毒型でしかも罹患率が非常に高い。H1N1 は感染
力は強いが毒性は弱いですが、両方とも強いものが出てきたら何千万単位で死亡者が出ても不
思議ではないと思います。しかし、いままでのところウイルスの毒性はどちらかが高い。感染

























































［高 畑］ どうもありがとうございます。 
［出 口］ ほかの方、よろしいですか。私から質問をさせていただいてよろしいですか。 
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［速 水］ ３分の１が死んだので、３分の２は残っているわけです。 
［橋 本］ それが 90％も減ると、もうだめだということに、どうしても考えざるをえなくな
ってくるわけですね。もちろん３分の２残っているから、それではほかの国はどうだという話
では全然なくて、これは人口の問題に直結する問題ではないとは思いますが、いろいろな要素


























［廣 田］ 記録をよろしくお願いいたします。本当にありがとうございました。 
［出 口］ 暑い中、お越しいただきまして、どうもありがとうございました。 
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